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論文内容の要旨

本研究は 'LiNb03 単結晶の光機能素子への応用」に関する研究成果をまとめたものであり ， 2 編

から構成されている。

緒論では，本研究の背景およびその目的・意義を明らかにしている。

第 1 編では‘ LiNb03 の光誘起屈折率変化現象に着目して.光記憶素子を中心とした光機能素子へ

の応用を検討している。

第 l 章では司第 1 編の研究内容を概説している。

第 2 章では ， 1 次元マスクを使用した紫外光照射による屈折率変化現象について述べている。

第 3 章では，可逆ホログラム記録への応用ーとくに光感度・記憶寿命の特性改善を検討しー Rh 添

加と Cu 拡散の組合せが良好な特性を示すことを明らかにしている。

第 4 章では，ホログラムを用いた電気光学光変調を試みている。素子構造を検討し， Cu 拡散層を用

用いたプレーナ形構造を提案し，実験的に動作を確認している口さらに他の光素子への応用を提案し

ている。

第 5 章では司光誘起による光導波路の形成を提案している。 2 次元むよび 3 次元の光導波路を紫外

光照射により作成し‘ He-Ne レーザ光 (6328A )での導波機能を確認している。

第 6 章では，第 1 編で得られた研究成果を要約している。

第 2 編では司電気光学効果を用いた導波形光制御素子について検討している。

第 1 章では，第 2 編の研究内容を概説している。

第 2 章では，電圧誘起による光導波路の形成を取上げ，電圧印加時の屈折率分布を計算するととも
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に，素子作成を行い，カットオフ形の光変調特性を得ている。

第 3章では司導波路上に装荷した高屈折率膜の光電場分布への影響を計算し，変調効率の改善に役

立つことを示している。

第 4 章では，方向性結合形光変調器の設計指針を与えるとともに，拡散形導波路を用いたー単一モ

ード・ファイパ付素子を試作し司近赤外域での低駆動電圧を実現している。

第 5章では，光方向性結合器の位相整合法として補助電極によるバイアス電圧の印加および可変屈

折率膜であるカルコゲナイド・ガラス薄膜の装荷を提案し，動作原理を実験的に確認している。

第 6 章では.第 2 編で得られた研究成果を要約している。

総 では、第 l 編および第 2 編で得られた結果を要約しー本論文の結論としている。

論文の審査結果の要旨

光記憶素子、導波形光制御素子として LiNb0 3 単結晶は極めて有望な材料としてー近年.着目され

ている。本論文においてはーまず ， LiNb0 3 単結晶の光誘起屈折率変化現象を取り上げ光機能素子へ

の応用について検討している。その結果 ， Rh の添加‘熱処理および~Cu の拡散によって，光感度，回

折効率，記憶時間がいずれも大きく向上することを見出し司書換え可能なホログラム記録素子として

使用し得る可能性を見出している。さらに LiNb03 単結晶に作成されたホログラムによる Bragg 反射

および電気光学効果を組合せると，偏向角度を任意に，かっ大きく設定できる光スイッチ素子を構成

できることを実験的に検討している。

ついで LiNb03 単結晶の電気光学効果を応用した導波形光制御素子について検討している。すなわ

ち，方向性結合形光変調器の設計指針を与えるとともに.拡散形導波路を用いた司単一モード導波路

素子を試作し，光ファイパーの損失の少ない近赤外域において低電圧駆動を実現している。特に変調

帯域 1 GHz を得たことは大きく評価される。さらに光方向性結合器の位相整合法として補助電極によ

るバイアス電圧の印加およびカルコゲナイド・ガラス薄膜の装荷を新しく提案し。実験的にも確かめ

ている。以上の結果は光機能素子の発展に寄与するところが大きし )0 よって本論文は博士論文として

価f直あるものと i忍める。
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